
ピ
ー
マ
ン
は
株
の
高
さ
が
約
１
ｍ
に
な
り
、

ま
た
５
〜
10
月
ご
ろ
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た

っ
て
栽
培
す
る
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は
25
ℓ
以

上
の
大
型
の
も
の
を
使
用
し
ま
す（
第
１
図
）。

植
え
付
け
は
、
５
月
上
旬
〜
下
旬
に
行
い

ま
す
。
植
え
付
け
適
期
苗
は
、
１
番
花
が
開

花
す
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
購
入
後
に

12
㎝
ポ
ッ
ト
に
移
し
、
１
番
花
が
咲
く
ま
で

育
苗
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
（
第
２

図
）。

栽
培
は
比
較
的
や
さ
し
い
部
類
に
入
り
ま
す
。

栄
養
的
に
は
カ
ロ
テ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

多
く
含
む
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
で
す
。
最

近
は
緑
色
の
未
熟
果
だ
け
で
な
く
、
完
熟
し

た
赤
色
、
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
、
紫
色
な
ど

の
カ
ラ
フ
ル
な
果
実
が
、
サ
ラ
ダ
や
料
理
の

彩
り
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
は
パ
プ
リ
カ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

語
源
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
のpaprika

で
す
。

ピ
ー
マ
ン
の
品
種
は
、
小
果
種
、
中
果
種

並
び
に
大
果
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
次
頁
）。
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ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
仲
間
の
う
ち
、
辛
み
の
な

い
種
類
を
ピ
ー
マ
ン
（Capsicum

 annuum

）

と
呼
び
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
の
語
源
は
、
フ
ラ

ン
ス
語
のpim

ent

の
読
み
が
な
ま
っ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
産
地
は
中
央
ア
メ
リ
カ
か
ら
南
ア
メ
リ

カ
の
熱
帯
地
域
で
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
り
１

４
９
３
年
に
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
へ
も
た
ら
さ

れ
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
イ
ン
ド
を
経
て
、
17
世
紀
に
は
中

国
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
日
本
へ
は
16
世
紀

に
は
入
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
類
は
果
菜
の
中
で
も
高
温
性
で
、

暑
さ
に
強
く
、
ま
た
病
虫
害
も
少
な
い
の
で

藤
ふじ た  

田　 智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　もともとはアメリカ大陸の熱帯地域が原産のピーマン
は、コロンブスによって多くの国に広められました。暑
さに強く、病害虫の心配も少なくて、比較的作りやすい

品目です。また、栄養価の高い野菜と
しても知られており、最近は赤
や黄、オレンジなどの完熟果
が人気を呼んでいます。
　カラフルで作って楽しく、
栽培容易。しかも栄養もたっ
ぷりとれるピーマンを、ぜひ

身近で作ってみてください。

その14 ピーマン類
̶カラフルな高栄養果実̶

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1
タ
ネ
ま
き
と
植
え
付
け

2

栄養価が高く、炒めもの、サラダなどいろいろな料理に使えるピ
ーマン。

第2図 鉢上げ

❶コンテナ
（容量が25ℓ以上のもの）

ピ
ー
マ
ン
類
の
特
徴

主
な
品
種

栽
培
方
法

直径30㎝

深さ
30㎝

❷鉢底ネット ❸軽石（鉢底石）

❻長さ1ｍ程度の支柱竹1本

❺長さ70㎝程度の仮支柱1本

❼誘引用のひも ❽移植ゴテ、ハサミ

❹培養土

カラフルなパプリカや、おなじみのシシト
ウ。種類も豊富で栽培する楽しみが広がる。

第1図 準備するもの12㎝ポットに鉢上げし、
１番花が咲くまで育てる。

購入苗は7.5～９㎝
ポットであることが
多い。
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‘ししとう’
果色が鮮緑色で品質がよく
作りやすい。

‘ニューエース’
果実40ｇ、濃緑色でツヤが
あり、味もよくて何より収
量が多い。筆者が５年栽培
し、自信をもっておすすめ
できる品種。

‘甘とう美人’
果長約15㎝、風味・食味が
最高の甘長トウガラシ。

‘ワンダーベル’
果重150g。果色は濃緑で完
熟すると真っ赤になる。肉
厚で甘みがあり、サラダ用
に人気。

‘イエローホルン’
牛角形の黄色ピーマン。食
味がよく栽培しやすい。果
重120g。

‘レッドホルン’
甘みが強く食味のよい、牛
角形の赤色ピーマン。果重
120g程度。

‘オレンジブロッキー’
やや短めのブロッキー形で
オレンジ色の果色が特徴的。
着果良好な豊産種。果重約
200g。

‘京波’
果重約30ｇと中型で、果実
の揃いがよい。

‘京ひかり’
ウイルス病抵抗性で、低温
期でも果実の肥大がよい中
型種。

‘伏見甘長’
果長10～12㎝で、果色は緑
が濃くテリがあり、辛みが
少なく食味良好。

‘フルーピーイエロー’
ビタミンＣ、ルテインが豊
富な黄色パプリカ。作りや
すく初期収量も多い。果重
120g。

‘フルーピーレッド’
甘みが強く、濃い赤色は見
た目も美しい。ビタミンＣ
が豊富で栽培しやすい。果
重120g。

‘京みどり’
果重約30ｇの中型種で、果
肉がやわらかく食味に優れ
る。

‘平安栄光’
果重約50ｇで果肉はやわら
かく、耐暑性が強くて作り
やすい。

‘京ゆたか’
収量が多く、果実の品質お
よび日もちがよい中型品種。

‘京鈴’
ウイルス病抵抗性で着果性
に優れている。

小果種（シシトウガラシの仲間） 中果種（ピーマンの仲間）

大果種（パプリカなど）

おすすめピーマンあれこれ

ピーマン品種の販売は60頁

タネから育てる場合コラム

残す

とる

❹３本に！

❽１本立ち

❼本葉４～５枚で
生育のよい１本
を残し、あとは
間引きする。

とる

❾第１花房が展開し
た、定植適期苗に。

❻２本立ちとる

❺本葉が２～３
枚になったら、
２本残して間
引きする。

❸発芽後、生育の
よい芽を３本残
して間引く。

❷覆土し水やり
をする。

❶12㎝ポリポットに
培養土を入れ、指
でまき穴を４～５
つあけて、タネを
４～５粒まく。

　タネまきは、植え付け時期の２カ月ほど前を目標に行います。５月植え付けでは、
２月下旬の寒冷期にタネまきすることになりますので、保温が大変です。家庭菜園
では、４月まきの６月植え付けが無難です。



い
２
本
の
わ
き
芽
を
残
し
、
合
わ
せ
て
３
本

に
仕
立
て
る
３
本
仕
立
て
の
整
枝
法
を
行
い

ま
す
（
第
６
図
）。

コ
ン
テ
ナ
栽
培
で
は
畑
と
異
な
り
、
水
や

り
と
同
時
に
土
の
肥
料
分
が
外
へ
流
れ
出
て

し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
定
期
的
に
追

肥
を
行
う
こ
と
が
栽
培
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
（
第
７
図
）。

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
、
ハ
ダ

ニ
に
は
粘
着
く
ん
液
剤
を
散
布
し
て
防
除
し

ま
す
。
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
は
見
つ
け
た

ら
捕
殺
し
ま
す
。
う
ど
ん
こ
病
に
は
カ
リ
グ

リ
ー
ン
を
散
布
し
ま
す
。

小
果
種
お
よ
び
中
果
種
は
、
開
花
後
15
〜

20
日
の
未
熟
果
を
収
穫
し
ま
す
。
こ
ま
め
に

収
穫
す
る
と
長
く
楽
し
め
ま
す
。
大
果
種
で

は
開
花
後
約
60
日
、
十
分
に
着
色
し
た
完
熟

果
を
収
穫
し
ま
す
。

❷
仮
支
柱
立
て

植
え
付
け
後
に
仮
支
柱
を
立
て
、
植
え
付

け
た
苗
の
茎
を
、
地
際
か
ら
15
㎝
く
ら
い
の

所
で
８
の
字
に
誘
引
し
ま
す
（
第
５
図
）。

　

植
え
付
け
後
、
生
長
と
と
も
に
枝
が
込
ん

で
き
ま
す
の
で
、
わ
き
芽
を
摘
ん
で
整
枝
し

ま
す
。
時
期
は
１
番
果
が
肥
大
し
始
め
る
こ

ろ
が
目
安
で
、
主
枝
と
そ
の
下
の
勢
力
の
強

412009．2．はなとやさい

秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

第5図 仮支柱立て第6図 整枝・誘引

第7図 追肥

❶
苗
の
選
び
方
と
植
え
付
け

第
３
図
を
参
照
し
て
よ
い
苗
を
選
び
、
第

４
図
の
よ
う
に
植
え
付
け
ま
す
。

整
枝（
仕
立
て
方
）・
誘
引

3

追
肥

4

病
害
虫
の
防
除

5
収
穫

6

節
間
が
詰
ま
り
、
ガ
ッ
チ
リ
し
て
い
る
。

１番花が咲き
始めている。

葉色が濃く、
病害虫にやら
れていない。

双葉がしっか
りついている。

根鉢がしっか
りしている。

第4図 植え付け

❶コンテナの底に鉢
底ネットを敷く。

❷底が見えなくなるく
らいに軽石を敷く。

❸培養土を入れる。

❹コンテナの中央に植え穴
を掘る。

ポリポットから、
根鉢を崩さない
ように抜く。

植え穴を
掘る。

ウォーター
スペースを
２㎝くらい
とる。

❺苗を植え付ける。
　株元に土を寄せ、ぐら
つかないようにする。

植え付け後は
水をたっぷり
と与える。

❻水を与える。

第３図 よい苗の条件

８の字に誘引する。

主枝とその下の勢力の強い
わき芽を残す。

誘引し、本支柱を
立てる。

①主枝

①主枝

第１花

③残すわき芽

③側枝

②残すわき芽

②側枝

地際から
15㎝ほど

２週間に1回
化成肥料
土１ℓ当たり1ｇ

（あるいは
週１回
500倍程度の液肥）

全面散布


